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スピキュールは太陽大気中の磁力線に沿って伸びる彩層プラズマジェットで、これを伝播するMHD波による
エネルギー輸送やジェットによる質量輸送を通じ、コロナ加熱や太陽風加速に重要な役割を持つとされている。
スピキュールの背の高さにはその磁場強度が依存することが示唆されており (e.g., Kesri+ 2024)、その空間変動
を明らかにすることが必要である。だが、地上観測では地球大気による影響で高い空間分解能と高い偏光精度を
両立した太陽リムの偏光観測が困難で、30 ∼ 80G程度を示す研究 (Orozco Suárez+ 2015)もあれば、視線方向磁
場のみで数 100Gを示す研究 (Kriginsky+ 2020)もあり、観測結果に相違が見られ議論が続いている。
本研究では、国際大気球実験 SUNRISE-3搭載の SCIPのシーイングの影響を受けない太陽リムの安定したス

キャン観測に着目し、スピキュール中の視線方向磁場由来と思われる Ca II線の円偏光シグナルを取得した。こ
れに弱磁場近似を適用することでスピキュールの視線方向磁場強度の空間マップを得ることに成功し、10 ∼ 20G
程度の磁場強度がスピキュールの筋構造に沿って存在することを確認した。本発表では、SCIPの太陽リム観測
の偏光較正、また得られた磁場マップの解釈とともに、示唆されるスピキュール磁場構造を報告する。


